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アリス トテレスは 『ニコマコス倫理学』第一巻で､人間の魂を ｢植物的部分｣と ｢欲
求的部分｣と ｢すぐれた意味でのロゴス的部分 (自らのうちにロゴスを有する部分)｣と

































































































































































































































































































































15 もともと ｢学ぶ｣とは､｢まね (真似)｣と同根の言葉であるO『岩波古語辞典補訂版』1990年0
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想は､単に西洋だけのものではなく､東洋にも通底する思想があるのであって､決 して
異質なものではないということである16｡これらのことを考えると､思慮の思想的伝統に
目をむけてみることは無駄には終わらないであろう｡最初に述べたように､今 日の日本
社会の閉塞感を振 り切るためには､次の世代にこそ大きな期待が寄せ られなければなら
ない｡ しか し､その次の世代のためにも､まずわれわれが変わらなければならない｡な
ぜなら､かれ らはわれわれを学んで (まねて)いくのだから｡われわれは､思慮概念を
軸にもう一度われわれ 自身の教養教育のあり方を考えてみるべきではないだろうか｡
(京都工芸繊維大学 ･大阪学院大学非常勤講師)
16 たとえばイソクラテスは 『アレオパゴス会講演説』のなかで次のように述べている｡｢数多く
の法律があるということは､その国家の政治が悪いことのしるLである｡なぜなら､こういう国に
住む人々は違法から身を守るために､やむを得ず多くの法律を作らねばならないからだ｡他方､治
世の善い国の人々は､かれらの歩廊の列柱を法律で溢れさせる必要は全くない｡かれらはただ､そ
の魂のうちに正義を抱えさえすればよいのである｡というのt)､国家が立派に治められるのは､法
律によってではなく､良習 ･人倫によるのだからだ｡すなわち､悪しく養育された人々が事細かく
厳密に書き話された法律にあえて違反するのに対して､立派に教育された人々は､たとえごく簡素
に作られた法律に対してもそれに背を向けることを望まないだろう｣(128-131)｡この一節は､『論
語』の次の言葉と響き合うものをもっていると思われる｡｢子日､道之以政､斉之以刑､民免而無
恥､遣之以徳､斉之以礼､有恥且格｣(為政第二)0
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